
1 月 23 日、浜井川地区集会所
グラウンドで行われた「あつま
れいかわっこ」行事の一コマ。
ミニかまくらなどを作り、冬らし
い遊びを楽しみました。
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町
民
の
期
待
を
担
う

町
議
会
議
員
12
人
が
決
定【質問】

①町議会議員としての抱負
②座右の銘
③趣味

〜
新
し
い
井
川
町
議
会
議
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
〜

※掲載順は右上から立候補の届出順です。

工藤 久兵衛 氏

大　麦
無所属

①井川町は今後、益々人口が減少す
ると予測されています。また、農
業も中山間地域における耕作放
棄地の増加が懸念されており、今
後どのような対策が必要かを地
域住民・行政と話し合いをしなが
ら対応していきたい。

　また、何事にも全力で頑張ってい
きます。

②全力投球　
③スポーツ観賞

白川 雅孝 氏

街　道
無所属

松田 弘咲 氏

新屋敷
無所属

任
期
満
了
に
伴
う
井
川
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
１
月
12
日
告
示
さ
れ
、
定
数
12
人
に
対
し
て
現
職

９
人
、
元
職
１
人
、
新
人
２
人
の
12
人
が
立
候
補
を
届
け
出
し
、
無
投
票
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
後
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
期
待
を
担
い
、
地
域
と
行
政
の
橋
渡
し
役
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
く
町

議
会
議
員
の
方
々
に
議
員
活
動
へ
の
抱
負
を
お
聞
き
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

①自然環境に恵まれた本町が存在す
るのは、青少年の発想・提言も大
切ですが、先人の並々ならぬ努力
も忘れてはいけない。高齢者へ更
に老後を厚く親しまれる政策の
実現を提案したい。

②不撓不屈

③花卉栽培と観葉植物の栽培・観賞。
洋楽ポップスの音楽鑑賞。

①安心・安全と活力ある町づくりに
より、町民が住み続けたいと思え
る町政展開の一翼を担って行き
たい。

②天に星、地に花、人に愛

③畑弄り
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浅野 義幸 氏  

今　戸
無所属

伊藤 俊郎 氏

大　倉
無所属

石井 茂 氏

綱木沢
日本共産党

伊藤 讓 氏

海老沢
無所属

湊　文博 氏

坂　本
無所属

草階 廣治 氏

八　幡
無所属

藤田 俊悦 氏

新屋敷
無所属

遠藤 政勝 氏

今　戸
無所属

①地方創生関連案が成立し、人口減
少、地域の発展や活性化へ向け
て、総合戦略や未来づくり交付金
事業等、町へのビジョン策定が求
められており、将来にどう繋げて
いくのか重要であり、方向性を
しっかりと見据えていきたいと
考えています。

②成らぬ堪忍するが堪忍
③釣り・スポーツ

①町民目線で町民との対話を重視
し、聞く耳を持つ行動を心掛け
課題があれば即行動に移す事を
モットーとします。必ず結果が現
れるよう努力し、井川町に住み続
けてよかったと思えるような政
治活動を致します。

②一燈照隅万燈照隅
　※尊敬する人：曽呂利新左衛門

（本名、杉森彦右衛門）
③おいしい食事をすること

①過去 20 年間、町民皆様と共に働
かせていただきました。美しい町、
楽しい町、健康で豊かな町づくり
に一生懸命取り組みたいと思いま
す。現在、世界で起きているあら
ゆる災害に対処する体制を整える
事が課題だと思います。

　今後共、宜しくお願いいたします。
②前へ（前明治大学ラグビー部監督

北島先生の言葉）　希望（のぞみ）
③山菜採り（趣味と実益を兼ねて）

①町民のパイプ役として、町民の声
を町政に反映させ、だれもが安全
で安心して暮らせる活力ある井
川町を創ること。

②晴耕雨読

③クレー射撃・ハンティング

①「2040 年問題を乗り切る！」
　昨年の国勢調査によると、本町の

人口は既に５千人を割っており、
10 月時点で 4,987 人にまで減少
していました。2040 年には 3,386
人になると推測されています。未
来ある子供たちが安心して暮ら
せるよう、人口が減少しても維持
できる仕組みを創り、体力をつけ
ることが大事です。そのために生
産性のある議論の常態化に努め
ます。

②不撓不屈　③仕事

①小さくともキラリと光るまちづく
りを目指して、安全で住みたくな
る農村社会、全県一子育ての出き
る環境整備、健康で楽しい町づく
りは文化の香りのする日本国花
苑を町内外の交流の場に。

　町の活性化は町の中心から、明る
い職場の体制強化と前向きな行政
展開を町・職員と議論を交わしな
がら推進する。

②人間は「考える葦
あし

」である。（パ
スカルの言葉）　③囲碁・散歩

①新自由主義に基づく国の政策が先
鋭化している今、「町民のくらし
を守る防波堤」としての役割が自
治体・議会議員に強く求められて
いる。二元代表制の一翼を担う議
員として、これに迅速に対処すべ
く全力を尽くしたい。

②自強不息

③愛犬ナオ（尾が無い）との散歩

①新人でありますので先輩方の指導
を仰ぎ町民みなさんの声を町政
に活かしていきたいと思ってお
ります。井川町の先人方が構想を
練り、桜の植樹から始められた日
本国花苑、この公園を中心とした
活性化策を考えて行きたいと思
います。

②継続は力なり　
③太鼓。太鼓を続けるようになって

から腰痛もなくなり体調万全です。

①今後益々進む少子高齢化と介護の
必要な人々の増加が予測される
中、相互の助け合いと絆の強い地
域づくりに情熱を注ぎ、医療と介
護、福祉、健康づくりなど一体
的な推進に努めたい。若い世代
が定住し自分の意見や考えを発
進できる環境整備が必要である。
また、井川町から県・国へ現状を
強く発進していきたい。

②七転八起　③旅行

渡部 豪士 氏

新　間
無所属
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■
申
告
が
必
要
な
方

▽
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で
井
川

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

①
平
成
27
年
中
に
不
動
産
（
小
作
料

含
む
）・
農
業
・
営
業
・
年
金
等
、

給
与
以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
方

②
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
町
へ

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
な
い

方
。（
勤
務
先
に
ご
確
認
下
さ
い
）

ま
た
、
年
末
調
整
済
の
方
で
あ
っ

て
も
、
医
療
費
控
除
や
新
規
に
住

宅
借
入
金
特
別
控
除
等
を
受
け
ら

れ
る
方

③
平
成
27
年
中
に
生
命
保
険
や
損
害

保
険
が
満
期
と
な
り
満
期
返
戻
金

収
入
の
あ
っ
た
方
や
、
死
亡
保
険

金
等
の
収
入
の
あ
っ
た
方　

な
ど

住
民
税
の
申
告
相
談
が

始
ま
り
ま
す

町
で
は
﹁
平
成
28
年
度
住
民
税
の

申
告
相
談
﹂
を
２
月
8
日
か
ら
３
月

15
日
ま
で
の
期
間
で
行
い
ま
す
。

申
告
さ
れ
る
方
は
必
要
書
類
等
を

持
参
し
て
、
指
定
し
た
日
時
に
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

町
か
ら
の
通
知
書
は
世
帯
を
代
表

し
て
世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
て
お
り

ま
す
が
、
所
得
の
あ
る
方
全
員
が
申

告
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
告
い
た
だ
く
所
得
は
、
町
・
県

民
税
の
み
な
ら
ず
、
国
民
健
康
保
険

税
の
所
得
割
課
税
や
軽
減
判
定
、
ま

た
は
他
の
保
険
料
等
算
定
の
基
礎
と

な
り
ま
す
。
収
入
の
状
況
を
よ
く
知

る
方
が
申
告
し
、
納
得
の
い
く
課
税

と
な
る
よ
う
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

同
時
に
所
得
税
確
定
申
告
書
の
受

付
も
行
っ
て
い
ま
す
。
税
務
署
か
ら

送
付
さ
れ
た
確
定
申
告
書
を
お
持
ち

の
方
は
必
要
書
類
と
一
緒
に
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
す
る
必
要
が
な
い
方

▽
勤
務
先
で
年
末
調
整
済
で
あ
っ
て

給
与
以
外
に
所
得
の
な
か
っ
た
方

▽
収
入
は
年
金
の
み
で
、
年
額
が

１
０
３
万
円
以
下
の
方 

※
65
歳
以
上
の
方
（
昭
和
26
年
１

月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
は
年
額

１
５
３
万
円
以
下

▽
税
務
署
へ
直
接
、
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
方
、
ま
た
は
国
税
電
子

申
告
シ
ス
テ
ム
（e-Tax

）
を
利

用
し
て
申
告
さ
れ
る
方

■
申
告
に
必
要
な
も
の

①
印
か
ん
及
び
確
定
申
告
書
（
税
務

署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付
さ
れ

て
い
る
方
）

②
平
成
27
年
中
に
支
払
っ
た
社
会
保
険

料
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、

医
療
費
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
書

③
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が

町
へ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

勤
務
先
か
ら
交
付
さ
れ
た
源
泉
徴

収
票
ま
た
は
事
業
主
か
ら
の
支
払

証
明
書

④
自
営
業
の
方
は
、
営
業
所
得
計
算

書
及
び
仕
入
売
上
等
を
記
録
し
た

帳
簿
、
必
要
経
費
の
領
収
書

⑤
年
金
収
入
の
あ
る
方
は
、
公
的
年

金
及
び
年
金
基
金
や
企
業
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票

⑥
農
業
収
入
の
あ
る
方
は
、
収
支
の

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
役
場
総
務
課 

税
務
班

電
話 
８
７
４

－

４
４
１
４
／
有
線  

４
５
０
０

■
住
民
税
の
申
告
相
談
日
程

月　

日

対
象
町
内

会
場
・
時
間
等

２
月 

８
日
（
月
）
大
台　

井
内　
　
　
※

会
場
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

時
間
：
９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

※
８
日
の
開
始
時
刻
は
午
前
９
時

30
分
か
ら
。
12
日
の
終
了
時
刻

は
15
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

９
日
（
火
）
井
内　

仲
台

10
日
（
水
）
大
麦　

寺
沢　

綱
木
沢

12
日
（
金
）
葹
田　

館
岡　

赤
沢
※

15
日
（
月
）
整
理
日

16
日
（
火
）
八
幡　

大
倉　

保
野
子

会
場
：
井
川
町
役
場 

大
会
議
室

時
間
：
９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

※
会
場
で
の
混
雑
を
避
け
る
た
め

あ
ら
か
じ
め
対
象
町
内
を
指
定

し
て
お
り
ま
す
。

※
土
日
・
祝
日
は
原
則
休
み
で
す

が
、
３
月
６
日
（
日
）
は
全
町

内
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

17
日
（
水
）
宇
治
木　

小
泉

18
日
（
木
）
小
泉　

新
間

19
日
（
金
）
今
戸

22
日
（
月
）
今
戸

23
日
（
火
）
小
今
戸

24
日
（
水
）
新
屋
敷　

さ
く
ら

25
日
（
木
）
街
道

26
日
（
金
）
街
道　

田
中

29
日
（
月
）
羽
立

３
月
１
日
（
火
）
小
竹
花　
中
下
村　
上
村

２
日
（
水
）
整
理
日

３
日
（
木
）
坂
本　

大
野
地　

横
岡

４
日
（
金
）
海
老
沢

６
日
（
日
）
全
町

７
日
（
月
）
整
理
日

８
日
（
火
）
～

11
日
（
金
）
全
町

14
日(

月
）
～

15
日(

火
）
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e-Tax

が
便
利
で
す

内
訳
が
分
か
る
記
録
簿（
ノ
ー
ト
）

及
び
そ
の
根
拠
を
示
し
た
帳
票
や

必
要
経
費
の
領
収
書
な
ど

※
農
協
な
ど
農
産
物
販
売
先
か
ら
の

証
明
書
や
領
収
書
を
必
ず
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

⑦
還
付
申
告
さ
れ
る
方
は
、
給
与
や

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
お
よ
び

還
付
金
の
振
込
み
先
口
座
番
号
が

確
認
で
き
る
も
の
（
通
帳
等
）

【
所
得
控
除
に
必
要
な
書
類
等
】

□
社
会
保
険
料
控
除

・
平
成
27
年
中
に
支
払
っ
た
健
康
保

険
料
（
税
）
や
、
国
民
年
金
な
ど

の
金
額
が
確
認
で
き
る
書
類

□
生
命
、
地
震
保
険
料
及
び
寄
附
金
控
除

・
平
成
27
年
分
の
控
除
証
明
書

□
医
療
費
控
除

・
平
成
27
年
中
に
医
療
機
関
へ
支
払

っ
た
金
額
が
確
認
で
き
る
領
収
書

・
高
額
医
療
費
給
付
金
や
医
療
保
険

か
ら
の
受
給
が
あ
っ
た
場
合
は
、

そ
の
金
額
を
確
認
で
き
る
書
類

※
領
収
書
等
の
合
計
金
額
を
計
算
し

て
き
て
く
だ
さ
い
。

□
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除

・
配
偶
者
、
扶
養
控
除
対
象
者
に
収

入
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
人
の

平
成
27
年
中
の
収
入
金
額
が
わ
か

る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
等
）

□
障
害
者
控
除

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で
井
川
町
に

住
所
登
録
し
て
い
ま
し
た
か
？

平
成
27
年
中
に
収
入
が
あ
り
ま
し
た
か
？

そ
の
収
入
は
農
業
・
営
業
に
よ
る
も
の
で
す
か
？

税
務
署
に
確
定
申
告
を
し
ま
す
か
？

申
告
が
必
要
で
す

申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

収
入
は
給
与
所
得
の
み
で
勤
務
先
か
ら
井
川
町
に

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

収
入
は
公
的
年
金
に
よ
る
も
の
だ
け
で
す
か
？

い
い
え

年
金
収
入
の
合
計
額
は
、

１
０
３
万
円
以
下
で
す
か
？

※
昭
和
26
年
１
月
１
日
以
前
に
、

生
ま
れ
た
方
は
１
５
３
万
円
以
下

わたしは住民税の申告が必要ですか？（簡易表）

は 

い
は 

い

は 

い

い
い
え

い
い
え

は 

い

い
い
え

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど

※
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
の
方

で
、
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
方
は
役
場
町
民
課
で

交
付
さ
れ
た﹁
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
証
﹂を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

□
住
宅
借
入
金
特
別
控
除

・
平
成
27
年
中
に
住
宅
を
取
得
し
た

方
は
登
記
事
項
証
明
書
、
契
約
書
、

借
入
金
に
係
る
12
月
末
の
残
高
証

明
書
、
源
泉
徴
収
票
、
給
付
金
額

が
確
認
で
き
る
書
類
な
ど

□
そ
の
他
の
所
得
控
除

・
所
得
控
除
の
内
容
を
証
明
ま
た
は

確
認
で
き
る
書
類

※
申
告
書
や
所
得
計
算
書
等
は
役
場

総
務
課 

税
務
班
に
準
備
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
告
相
談
会
場
に
つ
い
て

・
申
告
会
場
の
入
口
に
整
理
券
を

設
置
し
て
お
り
ま
す
。
ご
自
分

の
申
告
内
容
に
該
当
す
る
札
を

お
取
り
に
な
っ
て
お
待
ち
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
会
場
は
時
間
帯

に
よ
っ
て
混
雑
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

は 

い
い
い
え

は 

い

は 

い

い
い
え

い
い
え

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.nta.go.jp

）﹁
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
﹂
で
確
定
申
告
書
の

作
成
が
で
き
ま
す
。
こ
の
作
成
コ
ー

ナ
ー
を
利
用
す
れ
ば
、
申
告
書
等
の

作
成
が
こ
ん
な
に
便
利
で
す
。

・
確
定
申
告
の
期
間
中
で
あ
れ
ば
、

24
時
間
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
間
除
く
）

・
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
入
力
す

れ
ば
、
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ

れ
ま
す
。

・
作
成
し
た
確
定
申
告
書
等
は
印

刷
し
て
郵
送
等
に
よ
り
提
出
で

き
ま
す
。
ま
た
、『e-Tax

（
電
子

申
告
）』
を
利
用
し
て
提
出
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※e-Tax

の
利
用
に
際
し
て
は
、

事
前
準
備
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.e-tax.
nta.go.jp)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
に
、
給
与
所
得
者
向
け

の
申
告
書
作
成
画
面
を
新
設
し

ま
し
た
。
初
め
て
の
方
で
も
操
作

が
し
や
す
い
画
面
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
北
税
務
署

電
話 

０
１
８

－

８
４
５

－

１
１
６
１

１
月
１
日
の
住
所
地
で
申
告

医
療
費
や
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な

ど
の
申
告
が
必
要
で
す
か
？

は 

い

い
い
え

スタート2月は
国民健康保険税
（8期）

の納付月です。

口座振替されている方
は、残高確認をお願い
します。

個 人 で 事 業
(農業･営業等)
を 行 う 全 て
の 方 は 、 記
帳と帳簿の保
存が必要です
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齋

　　藤

　　多

　　聞

十
二
人
の
新
町
議
会
議
員
が
選
出

さ
れ
た
。
当
選
を
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
今
後
の
ご
活
躍

を
期
待
し
た
い
。
図
ら
ず
も
二
期
連

続
の
無
競
争
で
の
決
着
と
な
り
、
一

月
十
五
日
付
の
秋
田
魁
新
報
に
は
、

町
議
選
を
踏
ま
え
昨
今
の
選
挙
に
関

す
る
厳
し
い
内
容
の
記
事
が
掲
載
さ

れ
た
。
紙
面
を
読
ま
れ
た
方
も
多
い

だ
ろ
う
。

無
投
票
の
場
合
、
有
権
者
が
自
ら
の

代
表
を
選
択
す
る
機
会
が
な
い
た
め
、

選
挙
を
通
じ
た
住
民
の
ニ
ー
ズ
が
聞
き

取
り
づ
ら
い
と
い
っ
た
声
も
あ
る
こ
と

は
事
実
だ
。
反
面
、
候
補
者
に
と
っ
て

み
て
も
、
わ
ず
か
一
日
の
運
動
期
間
の

中
で
政
策
や
人
柄
、
信
念
を
伝
え
る
に

は
短
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、

候
補
者
は
無
投
票
を
想
定
し
て
立
候
補

の
意
志
を
固
め
る
わ
け
で
は
な
い
。
む

し
ろ
住
民
の
審
判
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
お
り
、

今
回
の
選
挙
で
も
、
そ
の
よ
う
な
声
を

伺
っ
た
。

結
果
的
に
は
無
投
票
と
な
っ
た

が
、
私
自
身
も
含
め
て
議
員
の
方
々

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
し
っ
か
り
と

町
民
の
声
を
聞
き
、
住
民
の
代
表
と

し
て
町
が
抱
え
る
課
題
に
真
摯
に
向

き
あ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
る
は
ず
だ
。
議
事
機
関
で
あ
る

議
会
と
執
行
機
関
で
あ
る
首
長
の
役

割
の
違
い
は
あ
れ
ど
も
、
課
題
を
乗

り
越
え
町
勢
発
展
の
た
め
共
に
努
力

を
重
ね
た
い
と
思
う
。

▼
二
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
る
「
い

か
わ
を
拓
く
町
民
の
つ
ど
い
」
に
つ

い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
今
年
は
、

こ
れ
ま
で
と
趣
向
を
変
え
、
若
い
世

代
と
の
ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
う
。
テ
ー
マ
は
話
し
手
個
々
の

活
動
内
容
や
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る

地
域
づ
く
り
、
地
域
活
性
化
な
ど
。

年
齢
や
活
動
領
域
も
様
々
で
、
当
日

は
参
加
者
か
ら
の
質
疑
応
答
も
交
え

て
進
め
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
ど
の
よ
う
な
展
開
に
な
る
か

全
く
予
想
が
つ
か
な
い
。
テ
ー
マ
が

広
く
、
ト
ー
ク
時
間
も
短
い
た
め
、

消
化
不
良
に
な
ら
な
い
か
と
心
配
も

あ
る
が
、
今
は
ど
ん
な
話
が
で
て
く

る
の
か
楽
し
み
が
勝
る
。

地
域
の
持
続
に
は
、
若
い
世
代
の

力
は
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
世
代
が
、

地
域
の
現
状
や
将
来
を
ど
の
よ
う
に

感
じ
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
を
知
る
た
め
に
、
ま
た
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
は
、
と
て
も
よ
い
機
会

に
な
る
は
ず
だ
。
是
非
、
会
場
に
足

を
お
運
び
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

【
八
郎
潟
町
井
川
町
衛
生
処
理
施
設
組
合
】

　
　
　

議
会
議
員　

草
階　

廣
治

　
　
　

議
会
議
員　

湊　
　

文
博

　
　
　

議
会
議
員　

渡
部　

豪
士

【
八
郎
湖
周
辺
清
掃
事
務
組
合
議
会
】

　
　
　
　

議
員　

伊
藤　
　

讓

　
　
　
　

議
員　

松
田　

弘
咲

【
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
】

　

議
会
議
員  

町
長 

齋
藤　

多
聞

【
監
査
委
員
】　　
　

白
川　

雅
孝

□
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

二
田　

一
朗     （
大　

台
）

石
井　

久
男     （
宇
治
木
）

三
浦　

美
智
男
（
小
竹
花
）

藤
田　

陽
子     （
街　

道
）

□
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

森
田　

和
文     （
小
今
戸
）

小
林
田
美
彦     （
葹　

田
）

安
田　

幸
子     （
寺　

沢
）

細
川　

英
子     （
街　

道
）

２
月
臨
時
議
会

【
議
会
運
営
委
員
会
】

委
員
長 

白
川　

雅
孝

副
委
員
長 

湊　
　

文
博

 
委 

員 

草
階　

廣
治

 
委 
員 

伊
藤　

俊
郎

 

委 

員 
工
藤
久
兵
衛

【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

委
員
長　

伊
藤　
　

讓

副
委
員
長　

松
田　

弘
咲

 

委 

員 

湊　
　

文
博

 

委 

員 

伊
藤　

俊
郎

 

委 

員 

遠
藤　

政
勝

 

委 

員 

渡
部　

豪
士 

【
湖
東
地
区
行
政
一
部
事
務
組
合
】

議
会
議
員　
　

伊
藤　

俊
郎

議
会
議
員　
　

遠
藤　

政
勝

議
会
議
員　
　

工
藤
久
兵
衛

　

議
会
議
員　
　

遠
間　

富
和

（
消
防
団
団
長
）

【
議　

長
】 　

藤
田　

俊
悦 

【
副
議
長
】 　

工
藤　

久
兵
衛 

【
総
務
産
業
常
任
委
員
会
】

委
員
長 

松
田　

弘
咲 

副
委
員
長 

湊　
　

文
博

 

委 

員 

白
川　

雅
孝

 

委 

員 

石
井　
　

茂

 

委 

員 

遠
藤　

政
勝

 

委 

員 

藤
田　

俊
悦

【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
】

委
員
長 

浅
野　

義
幸

副
委
員
長 

伊
藤　

俊
郎

 

委 

員 

草
階　

廣
治

 

委 

員 

伊
藤　
　

讓

 

委 

員 

渡
部　

豪
士

 

委 

員 

工
藤
久
兵
衛

改
選
後
、初
と
な
る
井
川
町
議
会
臨
時
会
が
、２
月
３
日
に
開
か
れ
、正
・

副
議
長
お
よ
び
各
常
任
委
員
等
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
長
及
び
副
議
長
、
各
常
任
委
員
会
等
の
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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TEL（874）4422　有線4443

生涯学習
だより 井川町教育委員会

生涯学習班

●　伝　言　板　●
みんなと楽しく活動してみませんか

あつまれ！ いかわっこ in 泉岳地区集会所

～らくやきアート（お皿作り）～

　直径１５センチのお皿に「らくやきマーカー」と
いうペンで絵をかいて、オーブントースターで焼き
つけしオリジナルのお皿をつくります。
□日時　３月５日（土）午後 1 時 30 分～

□会場　泉岳地区集会所

□持ち物　こちらで準備します。

□参加費　申込み時に泉岳地区集会所厚生員へお問

い合わせください。

□申込み　2 月 19 日（金）までに泉岳地区集会所

へ参加費を添えてお申込みください。

【泉岳地区集会所】有線3577

あつまれ！ いかわっこ in 井内児童館
～キャラクターチョコレート作り～

　キャラクターチョコをチョコペンで手作りし、ロー
ルケーキにのせ、ミニキャラチョコをつくります。
□日時　２月 27 日（土）午後 1 時 30 分～

□会場　井内児童館

□持ち物　エプロン、ふきん、マグカップ

□募集人数　20 人

□参加費　500 円

□申込み　2 月 12 日（金）までに井内児童館へ参

加費を添えてお申込みください。

【井内児童館】有線 4030

「書親会展」
期間　2 月 24 日（水）まで開催

教室・講座 開　催　日 会　場

英 会 話 教 室

 ３日､ 10 日､ 17 日､ 24 日
（毎週水曜日）

初級コース 18：30 から
中級コース 19：30 から

井川町公民館

和太鼓サークル 13 日、27 日（土）17：00 から 井川町公民館

２月の公民館活動

「わんぱく雪まつり」開催

冬の楽しい遊びがいっぱい。誘い合って参加しよう！
□日時　2 月 6 日（土）午前 8 時 45 分～正午頃

□会場　町農村環境改善センター前庭付近

□予定内容
○昔の遊びと生活体験（馬そり、餅つき）

○雪中綱引き、そり引き、みかん探し、パ

ラシュートキャッチ

○屋台コーナー（お餅、玉コン、うどん等）

※食券は、当日も若干ですが、用意してお

ります。

「いかわを拓く町民のつどい」開催
　今年のつどいでは、実際に活動している方々のお
話から、自分達の地域でもできることのヒントや、
様々な目線からみる郷土・井川の姿から自分達なり
の地域づくり・地域活性化のための方法を発見して
いただければと考えております。町長さんを交え、
語り合い、おらが町を知り、おらが町を考える。『明
るい未来へ発進』を一緒に学びましょう。申込みは
必要ありません。どなたでも参加できますので、た
くさんの参加をお待ちしています。
◇内容

・新町長と語りあう～明るい未来へ発進～

・「美人の女医さん」（朗読劇）井川町芸術文化協会

◇日時　２月１４日 ( 日 )　

　　　　　午前９時３０分～正午の予定

◇会場　井川町公民館（町農村環境改善センター）

井川町教育委員会 生涯学習班
電話 874-4422 ／有線 4443

町民ギャラリー
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駐
在
所
だ
よ
り

井
川
警
察
官
駐
在
所　

有
線
４
４
２
１

電
話
（
８
７
４
）
２
３
４
５

　

ス
ピ
ー
ド
抑
え

車
間
距
離
は
十
分
に
！

４
つ
の
『
ゆ
』
を
意
識
し
て
、
ス
リ
ッ
プ

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

【
ゆ
っ
く
り
】
～
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
～

速
度
が
速
く
な
る
と
、
そ
れ
だ
け
止
ま
る

ま
で
の
距
離
が
長
く
な
り
ま
す
。
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
ゆ
っ
た
り
】
～
車
間
距
離
は
十
分
に
～

冬
道
は
、
乾
燥
し
た
路
面
と
同
じ
よ
う
に

止
ま
る
こ
と
は
で
き
せ
ん
。
車
間
距
離
を

十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

【
ゆ
と
り
】
～
『
急
』
の
つ
く
運
転
は
厳
禁
～

急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
発
進
な

ど
『
急
』
の
つ
く
運
転
は
ス
リ
ッ
プ
の
も

と
で
す
。
ゆ
と
り
を
持
っ
て
運
転
を
し
ま

し
ょ
う
。

【
ゆ
だ
ん
た
い
て
き
】
～
油
断
大
敵
～

一
見
す
る
と
分
か
ら
な
く
て
も
、
実
は
凍

結
し
て
い
る
道
路
も
あ
り
ま
す
。
冬
道
は

油
断
大
敵
で
す
。

1/23
あつまれいかわっこ in 浜井川地区集会所

～元気に雪遊びを楽しむ～

浜井川地区集会所に集まった 22 人の元気
な「いかわっこ」が寒さにも負けず、思い思
いのミニかまくらなどをつくり、冬らしい遊
びを楽しみました。夕暮れ時には、日中作っ
たミニかまくらなどにロウソクの火が灯さ
れ、辺り一面が幻想的な雰囲気に包まれ、子
どもや一緒に来たお母さんたちの目を楽しま
せておりました。

1/18
井川中３年生へ花びら入りアイス等贈呈

～「さくら咲く」願いを込めて！～
井川中学校では、高校受験を控えた３年生

が『さくら咲かせよう集会』を行い、この日
に合わせ有限会社佐々木商事より、「ちょっ
との間だけでもリラックス出来れば」と同社
特製の「さくらあいす - 合格味 -」と、ＳＡ
ＫＵＲＡ― ＭＡＮＫＡＩと桜色で印字され
たシャープペンシルが受験生に贈られまし
た。受験生は、地域の温かな支援を有難く頂
戴し、受験に向け奮起しておりました。

1/24
「きらめき女性のつどい」を開催

井川町婦人会主催『きらめき女性のつどい』
が町農村環境改善センターを会場に行われ、
約 100 人の会員が集いました。会では、わ
らび座座友 近藤氏による健康に関する講話
とボランティアグループこはぜの会による影
絵・オカリナ会員による演奏が行われたほか、
町食生活改善推進協議会の齋藤会長による
生活習慣病の講話や減塩料理の試食等も催さ
れ、会員は有意義な一日を過ごしました。
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●地域における災害から、町や防災関係機関が持つ
機能を発揮して、防災対策を実施することにより、
地域並びに町民等の生命及び財産を保護すること
を「目的」とします。

●災害時の被害を最小化し、被害の迅速な回復を図
る減災の考え方を「基本理念」とし、人的及び経
済被害を軽減する様々な対策を積極的かつ計画的
に推進するために展開するものです。

●地域における災害から、町や防災関係機関が持つ

計画の目的と基本理念

◇災害対策本部の設置基準と避難勧告等基準の見直し
◇避難所（場所）・土砂災害危険箇所等の周知
◇避難所の運営体制等における女性の視点導入
◇自主防災組織の運営と地域防災リーダーの育成
◇災害時の避難情報伝達体制・備蓄計画の見直し
◇高齢者（要支援者）を含む避難行動や避難所の

開設・運営等における地域防災ネットワークの
強化

◇災害対策本部の設置基準と避難勧告等基準の見直し

計  画  の  留  意  点

Ⅰ．東日本大震災を踏まえた地震対策の抜本的強化
　　　①多様な情報伝達手段の確保・・有線放送、緊急速報メール、総合防災情報システム、安否情報システム等の活用

　　　②避難所の機能強化・・・・・・女性等の視点を取り入れた避難所の運営

　　　③備蓄体制の強化・・・・・・・備蓄体制の見直し、業者と連携した救援物資供給体制の強化

Ⅱ．大規模広域な災害時に対する即応力と被害者への対応
　　　①県境等を越えた被災者の受入れ・・被災者の受入れ及びニーズに応じた支援

　　　②医療体制の整備・・・・・・・・・広域災害救急医療に関する情報ｼｽﾃﾑの活用

　　　③行政機能の維持、確保等・・・・・県の現地派遣班の活用、業務継続計画（BCP) の策定の検討

Ⅲ．最近の災害等を踏まえた防災対策の見直し
　　　①最近の風水害・雪害等を踏まえた対策・・災害対策本部の設置基準、避難勧告等基準及び伝達方法の見直し

　　　②防災教育の推進と自主防災組織の強化・・教育活動全体を通じた防災教育、自主防災組織活動の活性化

　　　③災害時要配慮者対策・・・・・・・・・・高齢者、障害者、妊産婦等への対応、支援プランの整備、福祉避難所の協定

見  直  し  の  方  針 【次の３項目の方針のもと、計画の修正を行いました】

　東日本大震災では、地震や津波などにより、多くの尊い命が犠牲になりました。
また、今なお、震災の影響は多方面に及んでいるのが現状です。

町では、災害対策基本法第 42 条の規定に基づき、東日本大震災や近年の地
球温暖化による自然災害等で得られた教訓を踏まえ、国や県と協議しながら地
域防災計画を見直すとともに災害ハザードマップを作成しました。
　これを機に、全戸配布している地域防災計画【概要版】をご覧いただき、災
害に対する備えを今一度、家庭や職場、地域などで確かめ合いましょう。

東日本大震災では、地震や津波などにより、多くの尊い命が犠牲になりました。
また、今なお、震災の影響は多方面に及んでいるのが現状です。

町では、災害対策基本法第 42 条の規定に基づき、東日本大震災や近年の地
球温暖化による自然災害等で得られた教訓を踏まえ、国や県と協議しながら地
域防災計画を見直すとともに災害ハザードマップを作成しました。

全戸配布している地域防災計画【概要版】をご覧いただき、災
害に対する備えを今一度、家庭や職場、地域などで確かめ合いましょう。

2 部優勝　井川中女子バスケ部

１部優勝　わらじーず

１
月
10
日

第
51
回
全
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

・
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
大
会

◇
１
部
（
参
加
７
チ
ー
ム
）

優　

勝　

わ
ら
じ
ー
ず

準
優
勝　

Ｋ
Ｆ
Ｄ

◇
２
部
（
参
加
４
チ
ー
ム
）

優　

勝　

井
川
中
女
子
バ
ス
ケ
部

準
優
勝　

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｎ

◇
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
１
位

男　

子　

鳥
井　

寛
弥
（
さ
く
ら
）

女　

子　

湊　
　

彩
華
（
坂　

本
）

◇
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
（
男
子
）
１
位

学
生
〜
29
歳　

浅
野　

大　

（
今　

戸
）

30
歳
〜
39
歳　

三
浦　

友
明
（
井　

内
）

40
歳
〜
49
歳　

半
田　

秀
人
（
街　

道
）

50
歳
〜
59
歳　

湊　
　

一　

（
坂　

本
）

60
歳
以
上　
　

中
山　

英
悦
（
街　

道
）

◇
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
（
女
子
）
１
位

学
生
〜
29
歳　

高
橋　

彩
音
（
新　

間
）

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
で
す

『町民・地域・町』が一体となった災害に強いまちを目指し

町の地域防災計画を見直しました！
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あ
な
た
の
学
業
を
応
援　

町
奨
学
基
金
（
前
期
）
貸
付
申
請
を
受
付
し
ま
す

町
で
は
、
教
育
振
興
と
住
民
福
祉
の
一
環

と
し
て
有
用
な
人
材
の
育
成
と
進
学
な
ど
の

就
学
に
よ
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
に

奨
学
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

□
対
象
と
な
る
方

井
川
町
住
民
の
子
弟
で
あ
っ
て
、
大
学
、

短
期
大
学
、
専
門
学
校
、
高
等
学
校
等
に

在
学
し
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方

・
品
行
方
正
、
学
業
成
績
優
良
で
あ
る
こ
と

・
経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
学
費
の
支
弁
が

困
難
な
方

・
他
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方

□
貸
与
額

・
大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
生

自
宅
外
通
学　

月
額 

３
５
、０
０
０
円

自
宅
通
学　
　

月
額 

２
５
、０
０
０
円

入
学
初
年
度　
　

 

３
０
０
、０
０
０
円

・
高
校
生
等　
　

月
額 

１
５
、０
０
０
円

入
学
初
年
度　
　

 

１
０
０
、０
０
０
円

□
貸
与
期
間

　

奨
学
生
が
在
学
す
る
正
規
の
就
学
期
間

□
申
請
に
必
要
な
書
類
等

・
奨
学
金
貸
与
申
請
書

・
学
校
長
の
推
薦
書
及
び
学
業
成
績
証
明
書

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
証
明
書
（
写
し
）

・
保
証
人
及
び
保
護
者
家
族
調
書

・
申
請
者
の
住
民
票
謄
本

・
世
帯
お
よ
び
連
帯
保
証
人
の
所
得
証
明
書

※
継
続
の
場
合
は
省
略
で
き
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

□
申
込
み
の
受
付
期
限

　

平
成
28
年
４
月
11
日
（
月
）【
前
期
分
】

□
返
還
方
法

①
卒
業
し
た
と
き
、
奨
学
金
の
貸
与
契
約
が

解
除
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
月
の
翌
月
か

ら
貸
与
を
受
け
た
月
数
を
２
倍
し
た
月
数

内
に
月
賦
で
返
還
（
無
利
子
）

②
月
額
貸
与
及
び
入
学
金
等
の
貸
与
を
受
け
た

場
合
は
、
①
に
12
カ
月
を
加
算
し
た
期
間

③
入
学
金
等
の
み
貸
与
を
受
け
た
場
合
は
、

24
ヶ
月
以
内
で
償
還

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
教
育
委
員
会

電
話 

８
７
４

－

４
４
２
４
／
有
線 

４
５
３
８

秋
田
運
輸
支
局
よ
り
お
知
ら
せ

自
動
車
の
登
録
手
続
き

年
度
末
を
待
た
ず
に
お
早
め
に
！

年
度
末
、
運
輸
支
局
の
自
動
車
検
査
・
登

録
窓
口
は
、
例
年
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
特

に
３
月
中
旬
以
降
は
、
自
動
車
税
課
税
基
準

日
（
４
月
１
日
）
前
に
名
義
変
更
や
抹
消
登

録
手
続
き
を
行
う
方
々
に
よ
る
駆
け
込
み
申

請
及
び
車
検
車
両
の
増
加
に
よ
り
大
変
混
雑

し
、
申
請
者
の
皆
さ
ま
に
は
長
時
間
お
待
ち

い
た
だ
く
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

自
動
車
の
諸
手
続
き
を
ご
予
定
の
方
は
、

年
度
末
前
の
比
較
的
混
雑
の
少
な
い
３
月
上

旬
ご
ろ
ま
で
に
手
続
き
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸
支
局

電
話
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
１
２

秋
田
県
立
大
学
、
聴
講
生
等
募
集

平
成
28
年
度
前
期
（
平
成
28
年
４
月
１
日

～
平
成
28
年
９
月
30
日
）
の
科
目
等
履
修
生

（
受
講
科
目
の
単
位
取
得
可
能
）
及
び
聴
講

生
（
授
業
の
聴
講
は
可
能
。
但
し
単
位
取
得

は
不
可
）
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
期
間　

２
月
12
日
（
金
）
ま
で

□
費
用

①
入
学
検
定
料　
　

９
，
８
０
０
円

②
入
学
料　
　
　

２
８
，
２
０
０
円

③
１
単
位
当
た
り
授
業
料　

・
科
目
等
履
修
生
１
４
，
８
０
０
円

・
聴
講
生　
　
　
　

７
，
４
０
０
円

※
以
前
に
科
目
等
履
修
生
、
聴
講
生
で

あ
っ
た
方
は
、
①
と
②
が
免
除
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

秋
田
キ
ャ
ン
パ
ス　

電
話
０
１
８
―
８
７
２
―
１
５
０
０

本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス

電
話
０
１
８
４
―
２
７
―
２
０
０
０

役場の電話番号・メールアドレス
URL http://www.town.ikawa.akita.jp/

ホームページに関すること
webmaster@town.ikawa.akita.jp

総　　　務　　　課

総　　　務　　　班
soumu@town.ikawa.akita.jp 874-4411

税　　　務　　　班
zeimu@town.ikawa.akita.jp 874-4414

町　　　民　　　課

町　民　生　活　班
tyoumin@town.ikawa.akita.jp 874-4416

健　康　福　祉　班
kenkou@town.ikawa.akita.jp 874-4417

産　　　業　　　課

産　業　振　興　班
sangyou@town.ikawa.akita.jp 874-4418

農　業　委　員　会
nougyou@town.ikawa.akita.jp 874-4419

建　　　設　　　班
kensetu@town.ikawa.akita.jp 874-4420

水　　　道　　　課
suidou@town.ikawa.akita.jp 874-4421

出　　　納　　　室
suitou@town.ikawa.akita.jp 874-4412

教　育　委　員　会
kyouiku@town.ikawa.akita.jp 874-4424

公　　　民　　　館
kouminkan@town.ikawa.akita.jp 874-4422

議　会　事　務　局
gikai@town.ikawa.akita.jp 874-4425

◇役場窓口業務の時間延長◇
毎週水曜日は午後７時まで住民
票、印かん証明書の発行等の窓
口業務を行っていますので、ご
利用ください。

２月

く

情
らし

報
の
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町
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

２月の
　６日（土）わんぱく雪まつり

（町農村環境改善センター前広場）

　８日（月）～１２日（金）
  住民税申告相談

（コミュニティセンター）

１４日（日）いかわを拓く町民のつどい
（町農村環境改善センター）

１６日（火）～３月１５日（火）
  住民税申告相談

（井川町役場会議室）

２４日（水）農業委員会総会
 （井川町役場会議室）

保険等手続きにマイナンバーが必要になります
平成 28 年１月１日より国民健康保険や障害福祉などの

保険及び福祉に関する手続きには、12 ケタのマイナンバー
（個人番号）の記入が必要となりました。

国保などの加入・喪失の届出や介護認定、障害支援区分
認定、高額療養費の申請など、保険・福祉に関するすべて
の手続きで役場に訪れる際には、個人番号カード（通知カー
ド）又は写し（メモ等でも可）を持参してくださるようお
願いします。

【問い合わせ】町民課　電話 874-4417 有線 4437 

２
月
に
診
察
す
る
医
師
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、診
療
時
間

は
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
と
な
り
ま
す
。

担
当
医
師

診　

療　

日

渡
邊　

浩 

先
生
４
日
（
木
）、
25
日
（
木
）

渡
邊
秀
太 

先
生
２
日
（
火
）、
16
日
（
火
）

円
山
も
も
子先

生
18
日
（
木
）

児
玉
隆
仁 

先
生
９
日
（
火
）、
23
日(

火
）

井
川
町
診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
都
合
上
、
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
診
療
所

電
話
８
７
４
―
２
２
１
５
有
線
４
３
９
１

●水質検査結果（浄水）のお知らせ
12 月 14 日採取分／採取場所：井川町診療所

検査項目 検査結果 基　準　値
一 般 細 菌 0 CFU/ ｍｌ 集落数が 100CFU/ ｍｌ以下
大 腸 菌 陰　　性 検出されないこと
塩化物イオン 13.3 ｍｇ / ｌ 200 ｍｇ / ｌ以下
有 機 物

※全有機炭素（TOC）量 0.8 ｍｇ / ｌ 3 ｍｇ / ｌ以下
pH　　   値 7.4 5.8 以上 8.6 以下

味 異常なし 異常でないこと
臭 気 異常なし 異常でないこと
色 度 1.3 度 ５度以下
濁 度 0.1 度未満 ２度以下
残 留 塩 素 0.8 ｍｇ / ｌ 0.05 ｍｇ / ｌ以上

町
で
は
、
か
い
ど
う
団
地
２
０
７
号
と

か
い
ど
う
団
地
１
１
９
号
、
羽
立
第
２
団

地
１
０
５
号
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間
は
２
月
12
日(

金
）
～
２

月
26
日(
金
）
ま
で
で
す
。
入
居
開
始
時

期
は
３
月
下
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

入
居
者
資
格
等
、
詳
し
く
は
産
業
課
建
設

班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
産
業
課
建
設
班

電
話
８
７
４
―
４
４
２
０
有
線
４
４
６
４

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
署
で
は
、
適
正
か
つ
公
平
な
課
税
を

実
現
す
る
た
め
、
不
動
産
使
用
料
の
支
払
調

書
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
情
報
を
収
集
・
分

析
す
る
と
と
も
に
、
納
税
者
の
方
に
自
発
的

な
適
正
申
告
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
取

組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
昨
年
、
仙
台
国
税
局
管
内
の
税
務
署

に
お
い
て
、
書
面
で
の
お
尋
ね
な
ど
に
よ
り

申
告
内
容
の
自
主
的
な
見
直
し
を
呼
び
か
け

る
取
組
み
を
行
っ
た
結
果
、
不
動
産
所
得
の

申
告
漏
れ
や
計
算
誤
り
の
あ
っ
た
方
か
ら
修

正
申
告
等
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

適
正
申
告
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
申

告
内
容
の
自
己
点
検
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
、
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
に
は
自
主
的
な
修

正
申
告
書
等
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
北
税
務
署
個
人
課
税

第
一
部
門　

電
話 

８
４
５
―
１
１
６
１

町消防団第5分団と第6分団に新しい
ポンプ付軽積載車が配備されました。
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介
護
予
防
の
た
め
に
も
、
体
を
動
か
し
た

り
、
笑
い
合
っ
た
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。
申
込
み
は
不
要
で
、
ど
な
た

で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

□
日
時　

2
月
18
日
（
木
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分
頃

□
場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う

□
内
容　

保
健
師
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

軽
運
動
、
昼
食
会

□
対
象
者　

65
歳
以
上
の
方

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

電
話 

８
７
４

－

２
６
１
１
／
有
線 

４
４
５
１

筋
力
の
低
下
は
運
動
の
継
続
と
積
み
重
ね

で
予
防
・
改
善
が
で
き
ま
す
。﹁
も
う
今
さ
ら
﹂

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
運
動
習
慣
を

身
に
つ
け
て
、
筋
力
の
維
持
・
向
上
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。
申
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
日
時　

2
月
12
日
、
26
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
ま
で

□
場
所　

健
康
セ
ン
タ
ー

□
内
容　

軽
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

□
対
象　

65
歳
以
上
の
方

※
ズ
ッ
ク
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル　

を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
８
９
３

－

５
２
３
０
／
有
線
４
３
５
９

﹁
は
つ
ら
つ
軽
運
動
教
室
﹂
の
開
催

﹃
ゆ
う
ゆ
う
倶
楽
部
﹄
の
開
催

町
の
﹃
臨
時
職
員
（
臨
時
的　

任
用
職
員

）﹄
を
募
集
し
ま
す　
～
４
月
か
ら
勤
務
～

町
で
は
、
平
成
28
年
４
月
よ
り
勤
務
し
て

い
た
だ
く
臨
時
的
任
用
職
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
履
歴
書

及
び
資
格
を
有
す
る
免
許
証
等
を
持
参
（
郵

送
で
の
提
出
も
可
。
郵
送
で
提
出
す
る
場
合

は
資
格
免
許
証
等
の
写
し
を
送
付
し
、
面
接

の
際
に
原
本
を
持
参
す
る
こ
と
）
の
う
え
、

役
場
総
務
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
受
付
期
間
】

平
成
28
年
２
月
８
日
︵
月
︶

～
２
月
18
日
︵
木
︶︹
必
着
︺

① 

司 

書

□
募
集
人
数　

１
名

□
応
募
資
格　

司
書
の
資
格
を
有
す
る
方
、

若
し
く
は
平
成
28
年
３
月
ま
で
に
取
得
で

き
る
方
（
資
格
を
有
し
な
い
場
合
は
採
用

を
取
消
し
ま
す
）

※
応
募
す
る
際
に
、
免
許
証
を
持
参
す
る
か

写
し
を
添
付
す
る
こ
と
。

□
勤
務
先　

教
育
委
員
会
（
小
・
中
学
校
、

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
等
）

□
待
遇　

経
験
年
数
等
に
よ
り
相
談
し
ま
す
。

※
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
等
有
り

□
休
日　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
祭
日

※
勤
務
形
態
に
よ
り
土
曜
・
日
曜
、
祝
祭
日

が
勤
務
日
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

□
雇
用
期
間　

平
成
28
年
４
月
か
ら
一
年
間

② 

保
育
士

□
募
集
人
数　

若
干
名

□
応
募
資
格　

幼
稚
園
教
諭
並
び
に
保
育
士

の
資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成
28
年

３
月
ま
で
に
取
得
で
き
る
方
（
資
格
を
有

し
な
い
場
合
は
採
用
を
取
消
し
ま
す
）

※
応
募
す
る
際
に
、
免
許
証
を
持
参
す
る
か

写
し
を
添
付
す
る
こ
と
。

□
待
遇　

日
給 

６
、６
０
０
円

／
実
働
７
時
間
45
分

※
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
等
有
り

□
休
日　

日
曜
・
祝
祭
日
、
そ
の
他
不
定
期

□
雇
用
期
間　

平
成
28
年
４
月
か
ら
一
年
間

（
６
ヶ
月
更
新
）

③ 

事
務
補
助
員

□
募
集
人
数　

若
干
名

□
業
務
内
容　

役
場
及
び
そ
の
他
の
公
共
施

設
に
お
け
る
事
務
補
助

□
応
募
資
格　

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク

セ
ル
等
）
の
使
用
経
験
が
あ
る
方

□
待
遇　

日
給 

５
、６
０
０
円

／
実
働
７
時
間
45
分

※
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
等
有
り

□
休
日　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
祭
日

※
勤
務
場
所
に
よ
り
平
日
が
休
み
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

□
雇
用
期
間　

平
成
28
年
４
月
か
ら
一
年
間

（
６
ヶ
月
更
新
）

④ 

日
本
国
花
苑
等
公
共
施
設
管
理
員

□
募
集
人
数　

若
干
名

□
業
務
内
容　

日
本
国
花
苑
及
び
公
共
施
設

で
の
草
刈
機
等
に
よ
る
除
草
、
樹
木
の
剪

定
、
花
壇
等
の
手
入
れ
な
ど
施
設
の
環
境

美
化
及
び
清
掃
、
来
苑
者
等
へ
の
応
対
等

□
待
遇　

日
給 

７
、１
０
０
円

／
実
働
７
時
間
45
分

※
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
等
有
り

□
休
日　

日
曜
・
祝
祭
日
を
含
め
て
不
定
期

□
雇
用
期
間　

平
成
28
年
４
月
～
11
月
ま
で

※
勤
務
す
る
施
設
に
よ
り
雇
用
期
間
を
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑤ 

学
校
及
び
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
支
援
員

□
募
集
人
員　

若
干
名

□
業
務
内
容　

小
・
中
学
校
で
の
児
童
生
徒

の
援
助
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
保
育
所
及

び
幼
稚
園
）
で
の
保
育
業
務
の
支
援
な
ど

□
待
遇　

日
給 

５
、６
０
０
円

／
実
働
７
時
間
45
分

※
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
等
有
り

□
休
日　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
祭
日

※
勤
務
場
所
に
よ
り
平
日
が
休
み
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

□
雇
用
期
間　

平
成
28
年
４
月
か
ら
一
年
間

（
６
ヶ
月
更
新
）

【
お
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

井
川
町
役
場 
総
務
課 

総
務
班

電
話 

８
７
４

－

４
４
１
１
／
有
線 

４
５
７
７
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今月のお知らせ

図
書
カ
ー
ド
が
当
た
る

広
報
ク
イ
ズ 

No
・
２
９
４

◆
今
月
の
問
題

① 

平
成
28
年
度
住
民
税
申
告
相
談
は
、
い
つ
か

ら
い
つ
ま
で
行
わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

② 

井
川
町
議
会
議
員
の
定
数
は
何
人
で
し
ょ

う
か
？

◆
応
募
の
方
法

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
と
応
募
さ
れ
る
方

の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
あ
て
先　

〒
０
１
８
―
１
５
９
６

井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
―
１

井
川
町
役
場 

総
務
課 

広
報
担
当
ま
で

◆
し
め
き
り　

 

２
月
15
日
（
月
）
消
印
有
効

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
の

方
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

前
回
の
答
え
は
①
３
、
８
３
６
人
、
②
12
月

２
日
で
し
た
。

秋田県司法書士会による『無料相談会』

①相続、贈与、売買、借金、多重債務
などの相談会を実施します。要予約。
□日時　2月18日（木）13時～16時
□会場　潟上市飯田川保健福祉ｾﾝﾀｰ

【問い合わせ】井川町社会福祉協議会
電話 018-874-2611 ／有線 4451
②不動産・会社・法人の登記、多重債
務、成年後見等の無料相談を実施しま
す。要予約。
□日時　祝日を除く毎週月～金曜日
　　　　13：30 ～ 15：00（先着 2 名）
□場所　秋田県司法書士会館（秋田市）

【問い合わせ】秋田県司法書士会
電話 018-824-0187

予約専用電話 018-824-0055

『心配ごと相談』の開催

どこへ相談したら良いのか分からない
など、日常の困りごとについて相談に
応じます。事前の予約は不要。
□日時　2月16日（火）9時30分～12時
□会場　井川町健康センター
□相談員　井川町民生児童委員

【問い合わせ】井川町社会福祉協議会
電話 018-874-2611 ／有線 4451

精神科医師による『心の健康相談日』

□相談日　2 月 9 日、23 日 ( 火）
　　　　　13：30～ 15：00（要予約）
□場　所　秋田中央保健所（潟上市）
□担当医　杉山病院　杉山 和 

【問い合わせ】
秋田地域振興局福祉環境部企画福祉課
調整・障害者班（秋田中央保健所）

電話 018-855-5171

財務省東北財務局
『講師を派遣いたします』

財政・経済・金融・国有財産などの
テーマで、職場研修や町内会などの
地域グループの勉強会などに、講師
を派遣いたします。なお、講演料・
交通費等の費用は一切不要です。
＜テーマ例＞
・考えてみよう日本の財政
・社会保障と税の一体改革
・秋田県の経済について
・金融犯罪被害にあわないために
・私たちの街の身近な国有財産　など
【問い合わせ】
東北財務局秋田財務事務所総務課

電話018-862-4191
高年齢者雇用に係る

就業規則の改正はお済みですか
高年齢者雇用安定法（平成 25 年 4 月
改正）により、高年齢者が雇用を希望
する場合は、希望者全員の 65 歳まで
の雇用が事業主に義務づけられていま
す。このため、定年制や定年後の雇用
確保措置について、65 歳までの雇用を
就業規則に規定することが必要です。
高年齢者の 65 歳までの雇用を確保す
るためには、次の３つの確保措置があ
ります。
①定年制の廃止
② 65 歳以上の定年制
③再雇用や勤務延長等による希望者全

員 65 歳までの雇用確保措置
※高年齢者雇用確保措置に係るご相談

は最寄りのハローワークまで

新入社員合同入社式について

平成 28 年 3 月新規学校卒業者で今春
入社予定者を対象とした、合同入社式
への参加企業を募集しています。
□日　時　3 月 25 日（金）

９：30 ～ 11：50
□会　場　秋田テルサ
□参加費　1 名につき 2,500 円
□締切日　3 月 4 日 ( 金）

【問い合わせ】秋田雇用開発協会
電話 018-895-5077

防災学習をしてみませんか

地震体験や消火体験、通報体験などを
通して防災学習ができます。所用時間
は、一家族の場合約 1 時間です。
□時　間　９：00 ～ 16：00 まで
□休館日・料金　年中無休／無料

（12/29 ～ 1/3 除く）
□場　所　由利本荘市岩城内道川地内
※団体は要予約。詳細は秋田県防災ポ

ータルサイトをご覧ください。
【問い合わせ】秋田県防災学習館

電話 0184-73-3005

自然観察会・体験教室のご案内

□日時　2 月 28 日 ( 日）10 時～ 12 時
□内容　「マイ箸作りをしてみよう」
□場所　環境と文化のむら（野鳥の森）
□参加料　無料

【問い合わせ】秋田県環境と文化のむら
電話 018-852-2202

公共職業訓練受講生
（アビリティコース４月期生）」を募集します
□訓練期間　4月５日～９月29日
□訓練時間　9：20～15：40
□会　　場　ポリテクセンター秋田
□募集期間　2 月 1 日～ 2 月 29 日
※テキスト代等は自己負担していただ
きますが受講料は無料です。また、訓
練科目・応募資格等の詳細はお問い合
わせください。

【問い合わせ】ポリテクセンター秋田
訓練科受講者第一係　電話018-873-3178
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ひろば
みんなの

イ ー サ のン

楽しい英会話

井川短歌会詠草

Dialogue

 John ： Hey, can you give me a hand?
 ジョン ： ねえ、ちょっと手伝ってくれない？

 Nikki ： Sure, with what?
 ニッキ― ： いいよ。何？

 John ：  I need you to help me carry this couch 
upstairs

 ジョン ：  このカウチを上階まで運ぶにはニッキーさ
んの力が必要なんだ。

 Nikki ： OK, just a second.
 ニッキ― ： わかった、ちょっと待ってね。

 John ： Thanks, I owe you one.
 ジョン ： ありがとう。一つ借りができたね。

 Nikki ： No problem.
 ニッキ― ： 大丈夫だよ。

Helping Out

手を貸す
冬
日
さ
す
明
る
き
窓
辺
の
シ
ク
ラ
メ
ン
蝶
と
ぶ
如
く
ひ
ら
り
と
咲
き
て 

長
嶋　

亮
子

箱
根
路
の
坂
の
き
つ
さ
も
な
ん
の
そ
の
次
へ
の
襷
た
す
き

し
つ
か
り
継
ぎ
ぬ 

斎
藤
冨
美
男

こ
の
先
は
の
ん
び
り
行
こ
う
と
弟
の
住
む
四
国
よ
り
賀
状
の
届
く 

伊
藤
ミ
ヤ
子

君
逝
き
て
道
照
ら
す
灯
の
一
つ
消
ゆ
偲
べ
ば
出
づ
る
陽
の
温
か
し 

斎
藤　

節
子

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
波
の
寄
せ
く
る
こ
の
春
の
「
こ
ま
ち
」
の
種
籾
ど
ん
と
届
き
ぬ 

遠
藤
惠
美
子

元
旦
や
雲
間
か
ら
降
る
陽
光
は
新
た
な
る
も
の
や
わ
ら
か
き
も
の 

遠
藤
由
美
子

明
け
が
た
の
救
急
車
の
音
に
目
覚
め
れ
ば
老
い
た
る
身
に
は
悲
し
く
聞
こ
ゆ 

渡
辺　

京
子

雪
降
れ
ば
も
の
み
な
満
ち
て
静
か
な
り
山
川
畑
も
わ
が
こ
こ
ろ
ね
も 

小
林　

康
子

初
夢
は
忘
れ
て
し
ま
い
二
日
目
の
夜
の
独
酌
に
少
し
酔
い
た
り 

す
ず
き
い
さ
む

森田 諄さん（街 道）

海外に行きたいです。
理由は外国の人や文化
にふれたいからです。

山﨑 由翔さん（小今戸）

世界のいろいろな所にぶら
り一人旅に行き、見聞した
いです。

三浦 拓海さん（小竹花）

すし屋になってみんなに
すしを食べさせたいです。

藤田 秀汰さん（羽 立）

みんなを笑顔にするバス
ケット選手になりたい。
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保健だより・子育て情報
ぼくたち、むしば なかったよ ２歳児歯科健診で、むし歯のなかったこどもたちです。

小武海乃
の あ

愛ちゃん
（さくら）

鈴木 敦
あ つ し

士ちゃん
（小今戸）

浅野 桃
も も こ

子ちゃん
（今 戸）

菅生 龍
りゅうと

飛ちゃん
（街 道）

伊藤 陽
ひ な

菜ちゃん
（宇治木）

保健だより● ２月分

健康相談・母子健康手帳交付
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

2 月 8 日
22 日

健 康 相 談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00 ～ 17：00
健康センター母 子 健 康

手 帳 交 付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票
の交付、保健指導、栄養指導

３歳児健診・すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

2 月 5 日
（金）

３ 歳 児
健 診

H24 年 6 月
～ 9 月生まれ児

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

す く す く
学 級

H27 年
11 月生まれ児

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30 ～ 9：45
健康センター

乳 児 健 診
H27年10月、7月、
4 月、2 月生まれ児

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。
○７か月児（H27 年 7 月生）は離乳食指導があります。１3 時まで受付をお済ませ下さい。

子宮がん・乳がん検診の予約
医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

秋田厚生

医療センター

電話予約は毎週月～金曜日の 13：30 ～ 16：30

検診当日は 8：00 までに病院２階健康センターへ

病院 ･ 福祉活動室

電話 880-3013

食生活改善推進協議会・食生活改善推進員養成講座・
月　日 内　　　容 受付時間・会場

2月２３日
（火）

・レクダンス
・反省会

9：30 ～ 13：00
農環センター

「わいわい広場」さくらっこ
☆ 2 月の予定  （時間 9：30 ～ 11：30）

開催日 場 所（内 容）

1 日（月）
３日（水）

５日（金）

健康センター
こどもセンター

▲

センターのお友達と「豆まき会」
町農村環境改善センター２階和室

８日（月）
12 日（金）

健康センター
町農村環境改善センター

15 日（月）
18 日（木）
19 日（金）

健康センター
こどもセンター（お誕生会）
町農村環境改善センター２階和室

22 日（月）

25 日（木）
26 日（金）

健康センター

▲

「おひな様」を作ろう

健康センター
町農村環境改善センター２階和室

29 日（月）町農村環境改善センター２階和室

※わいわい広場はイベントの申し込みに関係なく
利用できます。

※２人のスタッフがお待ちしております。
※週３回（月、木、金）月曜祝日の場合は火曜実施。

　今年の冬は、いつもの年より降雪が少な
く、雪かきした日は数えるほどです。この
まま春を迎えるとよいのですが、こども
たちにはこの季節ならではの遊びもいっ
ぱい楽しませてあげたいものです。
　また、風邪やインフルエンザの流行する
季節です。手洗いやうがいを習慣づけま
しょう。カテキンの多いお茶も予防効果が
あるそうですよ。

★来月初めのお知らせ★
３月３日 ( 木）は、こどもセンターの「ひ
なまつり会」です。さくらっこのみんな
も一緒に楽しくすごしましょうね。

【問い合わせ】井川こどもセンター
電話 874-4151 有線 4305

定期予防接種・子宮がん検診のお知らせ
【定期予防接種】
□予防接種の種類：ＭＲワクチン、ＢＣＧ、三種混合、四種混合、

不活化ポリオ、日本脳炎、小児用肺炎球菌、ヒブ（Hib）、水痘
※子宮頸がん予防ワクチン接種（ヒトパピローマウイルス予防接種）

は副反応の報告を受け、積極的勧奨を差し控えております。
□実施方法：秋田県内予防接種協力医療機関での個別接種
※医療機関の詳細については、井川町健康センターへお問い合わ

せください。医療機関によって予約制で実施している場合や実
施曜日、実施時間が決まっている場合がありますので、事前に
ご確認ください。

□持参するもの：母子健康手帳、予診票
【子宮がん検診】
□子宮がん検診を町と契約した医療機関で受ける事ができます。
※詳しくは、健康センターにお問い合わせください。
 【問い合わせ】井川町健康センター  電話 874-3300 ／有線 4455

松田 煌
こ う き

輝ちゃん
（田 中）
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慶 弔 だより
（12/21～1/20届出）

□お誕生おめでとう

古戸　大
た い し

志 （裕也・由美子）

□ご結婚おめでとう

♡幡宮　祥平（八　幡）
　分枝　由貴（青森県）

□お悔やみ申し上げます

伊藤　夏子　（92 歳・羽　立）

遠間萬右衛門（88 歳・田　中）

三浦　薫　　（61 歳・田　中）

鈴木　京子　（71 歳・小　泉）

髙橋　ハルヱ（103 歳・新　間）

藤田　スヱノ（94 歳・新屋敷）

齋藤　チルヱ（94 歳・さくら）

お願い：慶弔だよりに氏名等の掲載を
希望されない方は届け出の際に『戸籍
窓口』へ申し出ください

人口などの動き
（１月１日現在）

人　口　男　2,388 人（ －   48）

女　2,663 人（ －   56）

計　5,051 人（ － 104）

世帯数 1,748 戸（－   7）

（　）内は前年同月との比較

施設の利用状況（12 月）
(　　) 内は４月からの累計 

■町内無料巡回バス 2,725 人（ 21,523 人）
■環境改善センター 616 人（ 8,953 人）
■町民体育館 968 人（ 11,762 人）
■町民武道館 486 人（ 4,692 人）
■町営野球場 － 人（ ―人）
■スポーツ交流館 398 人（ 1,670 人）
■定住促進センター 1,216 人（ 11,210 人）
■日本国花苑施設 － 人（ 11,078 人）
■老人福祉センター 1,385 人（ 10,204 人）
■ごみ処理場 80 ｔ（ 749 ｔ）
■し尿処理場 16 kl（ 114 kl ）

善 意
□地域福祉基金へ

・中下村町内の佐藤利道さんより

亡母、チヨメさんの香典返しとして

― ありがとうございました ―

【
退
職
団
員
感
謝
状
】

元
副
団
長　

伊
藤　

一
義

元
分
団
長　

小
林　

聡

元
分
団
長　

伊
藤　

俊
博

元
分
団
長　

伊
藤　

順
二

３
年
間
無
火
災
表
彰 

第
３
分
団

３
年
間
無
火
災
表
彰 

第
５
分
団

３
年
間
無
火
災
表
彰 

第
７
分
団

３
年
間
無
火
災
表
彰 

第
８
分
団

１
年
間
無
火
災
表
彰 

第
２
分
団

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

▼
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）

第
８
分
団 

分
団
長 

宮
田　

満

第
８
分
団 

部　

長 

澤
石　

聡

▼
勤
続
章
（
10
年
以
上
勤
続
）

第
６
分
団 

班 

長 

伊
藤　

修
一

第
1
分
団 

団 

員 

伊
藤　

智
史

第
2
分
団 

団 

員 

板
垣　

政
範

第
2
分
団 

団 

員 

小
武
海
大
介

第
3
分
団 

団 

員 

遠
間
富
志
人

【
県
消
防
協
会
男
鹿
南
秋
支
部
長
表
彰
】

▼
７
年
勤
続
団
員

第
３
分
団 

団 

員 

佐
藤　

祥
文

第
３
分
団 

団 

員 

佐
藤　

亮

第
６
分
団 

団 

員 

湊　
　

喜
孝

▼
優
良
消
防
団
員

第
7
分
団 

班  

長 

髙
橋　

哲

第
6
分
団 

団 

員 

太
田　

光
広

（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

元
班　

長　

遠
間　

卓

元
団　

員　

伊
藤　

和
広

元
団　

員　

伊
藤　

勲

元
団　

員　

勝
田　

直
樹

元
団　

員　

小
武
海
貴
哉

【
県
知
事
表
彰
】

▼
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
勤
続
）

本　
　

部 

副
団
長 

三
浦　

公
徳

▼
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）

第
８
分
団 

分
団
長 

宮
田　

満

第
８
分
団 

部　

長 

澤
石　

聡

▼
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
勤
続
）

第
６
分
団 

分
団
長 

鈴
木　

正
彦

第
１
分
団 

副
分
団
長 

浅
野　

隆

第
７
分
団 

部 

長 

三
浦　

寛
志

第
8
分
団 

団 

員 

石
坂　

眞
人

第
8
分
団 

団 

員 

鷲
谷　

直
人

▼
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）

第
４
分
団 

部 

長 

鷲
谷　

保

第
２
分
団 

班 

長 

鎌
田　

悟

【
井
川
町
長
表
彰
】

▼
年
間
無
火
災
表
彰

４
年
間
無
火
災
表
彰 

第
１
分
団

４
年
間
無
火
災
表
彰 

第
４
分
団

平
成
28
年
井
川
町
消
防
団
出
初
式
が

１
月
４
日
、
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
長
き
に
わ
た
り
消
防
活
動

に
尽
力
さ
れ
た
団
員
等
へ
、
感
謝
状
及

び
表
彰
状
を
授
与
。
そ
の
後
、
受
賞
者

を
代
表
し
三
浦
副
団
長
が
﹁
こ
の
栄
誉

に
恥
じ
な
い
よ
う
、
さ
ら
に
消
防
人
と

し
て
の
技
術
の
練
磨
、
心
身
の
鍛
錬
に

努
め
、
災
害
に
対
し
て
の
防
備
体
制
を

強
化
し
、
他
の
模
範
と
な
る
よ
う
任
務

に
精
励
す
る
覚
悟
で
あ
る
﹂
と
謝
辞
を

述
べ
、
最
後
に
団
員
一
同
で
、
地
域
の

信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
﹁
町
消
防
団

決
意
表
明
﹂
を
読
み
上
げ
、
気
持
ち
を

新
た
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

受
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

井
川
町
消
防
団
出
初
式

「定期救命講習」のお知らせ
□内容　AED を用いた心肺蘇生法

□日時　2 月 21 日（日）午前 9 時～ 12 時

□場所　湖東地区消防本部

※講習は無料。受講希望者は前々日（19 日）

までに申込みください。

【問い合わせ】湖東地区消防本部　
電話 018-874-2420

【お詫びと訂正】

広報1月号でお知らせしました

「スポーツの結果」で記載した氏

名に誤りがありましたので、訂正

しお詫び申し上げます。

正：若狹 李さん

誤：若狹 杏さん
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